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GNSSリアルタイム解析による地殻変動の即時把握：GEONETリアルタイム解析システム（REGARD）の開
発
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GNSS観測によって得られる変位は、地震計データと異なり飽和することがなく、特にリアルタイムでの解析が
巨大地震の規模の把握や、得られる震源断層モデルによる津波波源の推定などにより、津波予測の高精度化に
有効であることが指摘されている（Blewitt et al., 2009; Ohta et al., 2012）。このことから、東北地方太
平洋沖地震後、GNSSリアルタイム解析の防災への利用が進んでいる。例えば、米国では津波予測の高精度化の
ため複数機関によるGNSSリアルタイム観測網を用いたREADIプロジェクトが発足した他、IUGG2015総会でも世界
規模でGNSSリアルタイム解析網を用いた津波予測を推進することが決議された。国土地理院においても、東北
大学と共同で、日本全国に約20km間隔、約1300点からなるGNSS連続観測網GEONETのリアルタイム解析によ
り、即時に震源断層を推定するシステム（REGARD：the Real-time GEONET Analysis system for Rapid
Deformation monitoring）の開発を開始した。 
本稿では、現在開発を行っているREGARDの概要と、過去の地震時のデータを用いたREGARDプロトタイプシステ
ムの動作検証結果について報告する。今回、太平洋側のプレート境界で発生した過去の海溝型地震2003年十勝
沖地震、2011年東北地方太平洋沖地震とその最大余震である茨城県沖の地震、1707年宝永型南海トラフ地震に
ついて、リアルタイム動作を想定した実証実験を行った。ここで、1707年宝永型南海トラフ地震の検証はシ
ミュレーションによる変位データ（Todoriki et al., 2013）を使用した。その結果、これらの地震すべてにつ
いて、地震発生から3分以内で、Variance Reduction (VR) 90%を越える高い精度で断層モデルが推定可能で
あった。特に東北地方太平洋沖地震では3分時点でMw8.83を算出することができた。この結果が示すよう
に、M8を越える海溝型地震のMwをリアルタイムで推定するには、リアルタイムGNSS解析は非常に効果的であ
る。現在、世界各地でリアルタイムGNSS解析の津波警報への組み込みが検討されている。国土地理院において
も、今後もより安定性の高い解を提供できるよう、マルチGNSSやPPP等の導入も検討しつつ、REGARDの調整を進
めていく予定である。
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